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主
党
の
仲
間
、
そ
し
て
与
野
党
の
同

志
の
不
屈
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
突
破
で
き
な
か
っ
た

壁
を
打
ち
破
っ
た
原
動
力
は
、
明
ら

か
に
、
衆
参
に
わ
た
る
国
政
選
挙
で

お
示
し
い
た
だ
い
た
「
民
意
」
の
力

で
し
た
。

  　

い
ま
の
国
政
は
、高
市
早
苗
総
理
大

臣
が
率
い
る
内
閣
を
自
民
党
と
日
本

維
新
の
会
が
閣
外
か
ら
支
え
る
構
図

で
す
が
、特
に
参
議
院
で
は
２
０
３
１

年
ま
で
過
半
数
割
れ
が
続
く
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
今
は
「
乱
世
」
の
序
の

口
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

　

ど
う
や
っ
て
「
乱
世
」
を
平
定
し
、

①
幕
末
か
ら
明
治
維
新
と
文
明
開
化
、

②
終
戦
か
ら
戦
後
復
興
と
高
度
成
長
、

に
次
ぐ
、③
第
三
の
勃
興
期
を
つ
く
っ

て
い
く
の
か
。
令
和
の
時
代
に
相
応

し
い
、
新
し
い
透
明
で
公
正
な
経
済

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
。

　

皆
さ
ま
と
語
り
合
い
な
が
ら
、
前

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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昭和４０年１０月１４日大阪生まれ／家族：妻、長男／特技：短歌、水球／好きな言葉：遊危所(危うき所に遊ぶ)
茨木市立中津小学校卒、東中学校卒、府立茨木高校卒、京都大卒、京都大院修了、米国コロンビア大学大学院修了
茨木高校では水球部に所属しインターハイ・国体に出場、京都大学時代は水泳部に所属し水球チーム主将を務める
経済産業省大臣官房参事官を経て平成24年12月の総選挙で初当選、令和7年7月参議院議員選挙当選

生年月日等
学 歴

経 歴

 　

詳
し
く
は
、
年
末
12
月
21
日
夜
７

時
か
ら
〈
お
に
ク
ル
〉
で
開
催
す
る

　

久
し
ぶ
り
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の

お
届
け
と
な
る
こ
と
、
ま
ず
も
っ
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

昨
年
春
の
日
本
維
新
の
会
に
よ
る
選

挙
違
反
を
公
益
通
報
し
た
こ
と
か
ら
、

同
年
10
月
の
総
選
挙
で
党
内
か
ら
刺
客

（
萩
原
佳
）
を
送
ら
れ
、引
退
を
表
明
。

早
く
も
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

そ
の
年
11
月
に
は
、四
期
12
年
に
わ

た
る
衆
議
院
で
の
活
動
を
支
え
て
き
て

く
だ
さ
っ
た
後
援
会
を
い
っ
た
ん
解
散

し
ま
し
た
が
、自
民
党
が
衆
参
で
過
半

数
割
れ
す
る
な
ど
、政
界
が
ま
す
ま
す

混
迷
の
度
を
深
め
る
中
、本
年
に
入
り
、

玉
木
雄
一
郎
代
表
、
榛
葉
賀
津
也
幹
事

長
は
じ
め
国
民
民
主
党
の
皆
さ
ま
か
ら

「
と
も
に
新
し
い
政
治
を
つ
く
ろ
う
」

と
の
ご
要
請
を
い
た
だ
き
、
再
起
を
決

意
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
今
年
７
月
の
参
院

選
。
比
例
区
（
全
国
区
）へ
の
挑
戦
は

初
め
て
で
し
た
が
、大
阪
９
区
の
支
持

者
は
じ
め
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
12
万

票
と
い
う
望
外
の
ご
支
持
を
賜
り
、

全
国
５
位
で
当
選
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
中
で
も
大
阪
の
都
心
部
と

北
摂
地
域
を
中
心
に
、
大
阪
府
下
で

１
位
の
得
票
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応

え
す
る
べ
く
、「
足
は
地
元
に
、
心
は

国
に
、
眼
は
世
界
に
。」
を
モ
ッ
ト
ー

に
国
政
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
国
政
報
告
会 

in 

大
阪
・
茨
木
」
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
が
、
当
選
後
は
、

北
は
北
海
道
か
ら
九
州
沖
縄
ま
で
全

国
で
講
演
会
「
愚
直
に
国
民
民
主
！
」

を
企
画
し
、
全
国
遊
説
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

10
月
21
日
か
ら
始
ま
っ
た
臨
時
国

会
で
は
、
党
の
地
方
制
度
調
査
会
長

を
拝
命
し
、
３
度
目
と
な
る
大
阪
都

構
想
の
住
民
投
票
の
是
非
や
新
し
い

選
択
肢
に
関
す
る
議
論
を
リ
ー
ド
。

　

国
会
で
は
、
議
院
運
営
委
員
に
加

え
、
い
わ
ゆ
る
「
副
首
都
構
想
」
を

含
め
大
都
市
法
制
を
審
議
す
る
総
務

委
員
、
議
員
定
数
や
選
挙
制
度
に
つ

い
て
審
議
す
る
政
治
改
革
特
別
委

員
、
そ
し
て
憲
法
改
正
の
発
議
を
準

備
す
る
憲
法
審
査
会
委
員
と
し
て
、

活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

党
の
公
約
「
手
取
り
を
増
や
す
」

に
つ
い
て
は
、
報
道
の
通
り
、
既
に

「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
」
を

決
定
し
、
年
末
に
向
け
て
ガ
ソ
リ
ン
・

軽
油
の
価
格
の
引
き
下
げ
を
実
行
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
所
得
控
除

の
拡
大
や
年
少
扶
養
控
除
の
復
活
に

も
、
執
念
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

 　

51
年
ぶ
り
に
廃
止
が
決
ま
っ
た

「
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
」。こ
れ

は
、
国
民
民
主
党
に
と
っ
て
四
年
越
し

の
最
重
要
政
策
で
あ
り
、
２
０
２
２

年
に
維
新
の
政
調
会
長
と
し
て
私
が

提
案
し
た
政
策
で
す
か
ら
、
こ
ん
な

嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
意
義
は
、
単
な
る
政
策
の
実
現
に

と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
策
実
現
の
背
景
に
は
、
国
民
民

第
三
の
勃
興
期
を

「
乱
世
」は
始
ま
っ
た
ば
か
り
！

政
策
の
旗
を
掲
げ

新
し
い
政
治
を
つ
く
ろ
う
！

足立康史公式

政
治
が
変
わ
る
。
政
治
が
動
く
。

公式チャンネル 毎週水曜日20時からは

チャット、コメント、質問お待ちしています！
足立康史公式SNS
info@adachi.net     https://adachi.net

大
阪
１
位
の
得
票
で
当
選
！

全
国
比
例
に
挑
戦

11/13
2週間 2週間 約3週間

11/27 12/11

10円

5円

5円

5円

25.1円
10円
15円

20円

25.1円

12/31～
減 税

ガソリン暫定税率廃止までのスケジュール

国民民主党 公約実現に向けた取り組み

段階的に補助金を積み
増します。12月11日に
暫定税率と同額の25.1
円まで補助金を引き上
げたうえで、12月31日
に暫定税率を廃止します。

2025年 8月

2025年 7月

2025年 6月

2024年12月

2024年10月

2021年10月

2022年 4月

2022年 7月

ガソリン暫定税率の
トリガー条項凍結解除を衆院選公約に
足立康史がガソリン暫定税率を廃止する
法案を国会に提出
トリガー条項凍結解除・
暫定税率廃止を参院選公約に
トリガー条項凍結解除・
暫定税率廃止を衆院選公約に
暫定税率廃止を3党で合意
暫定税率廃止法案を提出、
衆議院で可決（参議院では廃案に）

2025年12月31日の暫定税率廃止を
与野党6党で正式合意

暫定税率廃止を参院選公約に

年内の暫定税率廃止を与野党6党で合意

暫定税率廃止法案を再提出

あや あそところ



国政報告会
足立康史

12.21日

茨木市文化・子育て複合施設

おにクル 7階 会議室 1・2

18:30 開場　19:00 開会

参議院議員

連立・外交・経済の行方を徹底解説
自民党・日本維新の会による連立政権の発足、中国・台湾情勢の緊迫化、物価高と円安による生活負担の増大―
日本はいま、外交・安全保障、そして経済の両面で、きわめて重大な局面に立たされています。
国政の最前線で何が起きているのか。私たちの暮らしを守るために、いま何をすべきなのか。
その現状と課題、そして進むべき道筋を、皆さまと共有し、ともに考える国政報告会を開催いたします。
ぜひご参加ください。

あ だ ち や す し

in 大阪・茨木トークテーマ

参加の
お申し込みは
こちら

党員・サポーターの方は、登録時のメールアドレスをご利用ください

参加フォームから
必要事項を入力・送信

メールにて、入場用の
QRコードが届きます

当日、受付にて入場用の
QRコードを提示ください※当日のライブ配信はありません

2 3 4

国民民主党 参議院議員 足立康史事務所 TEL 072-623-5834お問合わせ info@adachi.net

上記のQRコードを
スマホで読み取る

1

入場
無料


